
令和６年度（２０２４年度） 学校教育指導資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１人１台端末を活用した第２学年音楽科の授業の様子から（Ｒ５.１１.８ 於：函館市立桔梗小学校） 

 

 

 

   

函館市教育委員会では，函館市教育振興基本計画の実現を図るため，令和６年度教育行政執

行方針に基づき,「誰一人取り残さず個々の可能性を最大限に引き出す教育」の実現を目指し，

この度，函館市の学校および児童生徒の実態を踏まえ，学びの質を一層高める指導に向けた要

点を示した資料を作成しました。 

 

函館市教育委員会 

「誰一人取り残さず個々の可能性を 

最大限に引き出す教育」のために 

を目指して 
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＜各種調査等から見られる函館市の教育における現状＞ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 全国学力・学習状況調査より 

・ 

令和６年度（２０２４年度）の重点事項 

「誰一人取り残さず個々の可能性を 

最大限に引き出す教育」のために 

 
児童生徒を取り巻く環境の変化等に伴い，教育におけるニーズが多様化しており，学

校においては，一人ひとりの状況に応じたきめ細かな対応がこれまで以上に求められて

います。 

 函館市の学校に在籍する全ての児童生徒が，その意欲や能力等に応じて力を発揮する

ことができるよう，これまでの「子どもに寄り添う指導・支援の充実」の取組を支えと

して，「誰一人取り残さず個々の可能性を最大限に引き出す教育」を目指します。 

 

平均正答数・平均正答率 

-１- 

令和５年度全国学力・学習状況調査の結果において，函館市の状況は，全国との差

は各教科とも１問以内であり，概ね全国と同等程度です。 

各学校においては，引き続き自校の子どもの現状を把握し，育成を目指す資質・能

力の確実な定着に向け，学習の質を一層高める授業改善に，教職員が一丸となって取

り組むことが大切です。 

※ 函館市，全道の平均正答率は，小数点以下を四捨五入した整数値で結果を示しています。 

  上段：平均正答数，下段：平均正答率 

-１- 

7.6問／15問

51.0%
全国

9.1問／14問

65%
9.3問／16問

58%
函館市

9.4問／14問

67.2%
10問／16問

62.5%
7.7問／17問

45.6%

7.1問／17問

42%

〈小学校〉

数学

全道
9.2問／14問

66%
9.8問／16問

61%
全道

10.4問／15問

69%
7.4問／15問

49%
7.5問／17問

44%

全国

10問／15問

67%
6.9問／15問

46%

10.5問／15問

69.8%

函館市

〈中学校〉

英語国語 算数 国語



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

一方，児童生徒が，学習した内容を生かしながら自分の考えをまとめたり，次の学習

へつなげたりするための指導や，児童生徒一人ひとりの抱える様々な課題に対し，きめ

細かな対応を図り，児童生徒が，安心して通うことができる教育環境づくりを推進する

ための指導・支援の充実が求められています。 

 以上のことを踏まえ，「誰一人取り残さず個々の可能性を最大限に引き出す教育」の

実現を目指し，各学校の教育活動に生かしていただけるよう，以下の構成で本資料を作

成しました。 
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児童生徒質問紙調査より 

 小・中学校ともに，次の質問では，「当てはまる」と回答した児童生徒の割合が，

全国平均より高い傾向にあります。 

 ○ 授業で，ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使用しましたか 

 ○ いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか 

小・中学校ともに，次の質問では，「当てはまる」「どちらかといえば，当てはま

る」と回答した児童生徒の割合が，全国平均よりやや低い傾向にあります。 

○ 各教科などで学んだことを生かしながら，自分の考えをまとめる活動を行っ 

ていましたか 

○ 学習した内容について，分かった点やよく分からなかった点を見直し，次の 

学習につなげることができていますか 

 ○ 困りごとや不安があるときに，先生や学校にいる大人にいつでも相談できま 

すか 

令和６年度（２０２４年度） 学校教育指導資料 

「誰一人取り残さず個々の可能性を 
最大限に引き出す教育」のために 
 

Ⅰ すべての子どもの可能性を引き出す授業 
  〇 学校として統一性・一貫性・継続性がある授業改善 
 〇 学びの姿のイメージが見える単元を通した授業づくり 
 〇 校内研修の充実を通して日常の授業の充実へ 
 〇 ＩＣＴのよさを活かした授業 
 

Ⅱ すべての子どもが安心して通うことができる学校 
 〇 いじめ問題への対応の充実 
 〇 不登校児童生徒への支援の充実を図る校内体制の充実 

  〇 教育相談と生徒指導の一体的な充実 
 
 
 
 

各学校において，１人１台端末を効果的に活用し，児童生徒一人ひとりに寄り添った

きめ細かな学習指導をしていることや，「特別の教科 道徳」における指導の充実が図

られていることなどの成果が着実に表れています。 
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Ⅰ すべての子どもの可能性を引き出す授業 

〇 学校として統一性・一貫性・継続性がある授業改善 
各教科等の指導に当たっては，「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに

向かう力，人間性等」が偏りなく育成されるよう，１人１台端末の一層の活用により，すべ

ての子どもの可能性を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ，

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進しましょう。 
 

令和６年度 授業改善アクションチェックリスト 

視点 項目 重点 内容 Check Point 

Ⅰ 内容や

時間のま

とまりを

見通した

資質・能

力の育成 

１ 
 学習内容と子どもに身に付けさせたい資質・能力を

明確にしている。 

本時の 

ねらいと 

学習過程 

２ 
 見通しや振り返りの場面を充実するなど，子どもの

学びの主体性を引き出す工夫をしている。 

３ 
 「対話的な学び」を通して子どもの考えを広げ深め

る指導の充実を図っている。 

４ 
 各教科等の「見方・考え方」を働かせることを通し

て学びを深める指導を展開している。 

５ 
 子どもの学習状況を適切に見取り，指導に生かす

「指導と評価の一体化」を図っている。 

評価の 

場面・方法 

Ⅱ すべて

の子ども

の学びの

保障 

６ 
 ねらいや活動をできるだけシンプルに示すなど，焦

点化の工夫がある。 ユニバーサ

ルデザイン

の視点 

７  課題や学習の手順などを視覚化する工夫がある。 

８ 
 話合い活動などで学習内容等を共有化する工夫が

ある。 

Ⅲ 学びの

環境設定 
９ 

 校内で統一した学習規律・授業のルールを徹底して

いる。 

学び方の 

共有 

Ⅳ ＩＣＴ

の効果的

な活用 

10 
 一人ひとりの興味・関心を高め，個に応じた思考が

保障されている。 
情報活用 

能力 
11  協働した問題解決の場面が設定されている。 

Ⅴ 統一あ

る一貫し

た教育活

動の展開 

12  教育目標を踏まえた授業づくりが行われている。 教育目標 

13 
 子どもの発達の段階を考慮し，教科等横断的な視点

を踏まえた資質・能力の育成を図っている。 
教育課程 

14  学校設定項目（子どもや地域の実態を踏まえて設定） 子ども像 

このチェックリストは，函館市の目指す教育を踏まえ，各学校において授業改善を推進する

一つの指標や手立てとなるよう令和４年度から学校教育指導資料に掲載しています。各学校

の実態に応じて「重点」欄にチェックを入れ，自校における重点項目を設定してください。 

学校全体が同じ視点で，かつ継続的に授業改善に取り組むことで，より一層の教育活動の質

の向上を図りましょう。 

Ⅰ すべての子どもの可能性を引き出す授業 
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学習する児童生徒の視点に立ち，単元（題材）全体を通して，「何ができるようになるの

か」という観点から，育成すべき資質・能力を整理し，その具体的な姿を評価規準として適

切に設定するとともに，育成すべき資質・能力を身に付けた児童生徒の姿をイメージして，

授業のねらいを具体化した学習活動を位置付けるようにしましょう。 

児童生徒の具体的な学びの姿や思考の流れをイメージして単元（題材）のデザインを考えた

り，学習状況に応じて指導計画の見直しを図る柔軟な姿勢をもったりすることが大切です。 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善   

〇 学びの姿のイメージが見える単元を通した授業づくり 

Ⅰ すべての子どもの可能性を引き出す授業 

児童生徒が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるよう，学習の成果を的

確に捉え，教師が指導の改善を図る「指導と評価の一体化」を進めることが大切です。 

個別の知識を

確実に習得する 

言語活動に取り組む 

問題を発見し，

解決を図る 

身に付けた知識

や技能を活用する 

新しい知識や

技能を習得する 

自己調整しながら学びを進めたり，探究的な学習

や体験活動を通じて多様な他者と協働したりする 

学びの過程や 

達成状況を 

評価する 試行錯誤する 

様々な学びの進め方

や思考ツールを知る 

自己の思考の

過程等を客観

的に捉える 

□ 問題の解決に向けて
見通しをもつ 

○ 学習方法についての見通し 

 

○ 結果についての見通し 

 

□ 学習活動を振り返る 

 

「主体的な学び」の具体例 

□ 問題解決のために話
し合う 

○ 異なる多様な他者と対話する 

 

 

 

 

 

 

□ 「見方・考え方」を働か
せながら問題解決する 

○ 教科等ならではの物事を捉 
える視点や考え方で思考する 

 

 

 

 

 

「対話的な学び」の具体例 「深い学び」の具体例 

どのよう
な場面か 

似た問題
はないか 

既習の解
決方法は
ないか 

○○より
大きくな
りそう 

△△に変
化しそう 

◇◇なイ
メージに
なりそう 

できるようにな
ったこと 

友人の考えで参考になったこと 

次に挑戦したい
こと 

自分の考えだけでは解決できない
ので，他者の考えを聞く 

他者の考えを聞き，自分の考えを
付け足す 

他者との話合いを基に，自分の考
えを整理する 

話し合ったり書い
たりする 

学習過程を
振り返る 

よりよく解決するために，問題解
決の過程を振り返る 

， 

内容や時間のまとまりを見通した単元（題材）デザイン 

評価規準を踏まえた学習活動の単元（題材）全体を通したバランスよい位置付け 



 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの時代においては，学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め，

主体性を発揮しながら，個別最適な学び，協働的な学びにより，教職生涯を通じて学

び続けることが求められています。 
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出された意見を可視化

し，共同編集で即座に指導

計画に反映することで，効

率的に指導計画を作成する

ことができます。 

録画した授業をクラウド上

に保存することで，授業を見

直したり，参観できなかった

教員も研究協議に参加したり

することができます。 

 

 

フォーム等で意見を集約す

ることで，意見が可視化され

た状態で振り返りを行うこと

ができ，短時間でも深い研究

協議が可能になります。 

指導計画づくり 
クラウドを活用して共同編集 

研究協議 
アイディアを共有・蓄積 

授業公開・参観 
授業を録画しクラウド上で共有 

これまで拡大した指導案に付箋を貼るなどして行ってきた研究協議を，クラウドを活用

して多様な意見を瞬時に共有することで，協働的に学んだり，短時間で効果的・効率的に

学んだりすることができ，これまで以上に授業研究を深めることができます。 

教員等一人ひとりが，複雑化・多様化する学校教育に対応することができる資質・能力を

高めていくためには，学校の課題を解決するための個別最適な学びや協働的な学びを組織全

体で行い，成果や課題を共有し，学校の教育活動の充実につなげていくことが重要です。  

。 

〇 校内研修の充実を通して日常の授業の充実へ 

Ⅰ すべての子どもの可能性を引き出す授業 

  

 
 

「個別最適な学び」や「協
働的な学び」の充実を通じ

て，「主体的・対話的で深い
学び」を実現することは，子

どもの学びのみならず，教員
の学びにも求められており，

教員等の学びは，子どもの学
びのロールモデルとなること

が重要です。 

往
還 

 

学習観の転換 

・個別最適な学び 
・協働的な学び 
・子どもを主語にした学校教育 
・生きて働く知識・技能の習得等 

 

研修観の転換 
・個別最適な学び 
・協働的な学び 
・教職員の主体性の尊重 
・「現場の経験」を重視した学び 

 

教員の学びは 

子どもの学びの相似形 

 

 授業研究や職員会議，日常の業務などにおけるクラウドの便利さの体験を通して，クラ
ウドをどのように活用しようかという発想が生まれ，授業改善につながっていきます。 
 

新たな教師の学びの姿 

「子どもの学びの相似形」としての授業研究 



 

 

 

 

 

 

 

 

これからの社会では，読解力や計算力等の基盤的学力や，情報を取捨選択し読み取るなどの

情報活用能力を習得し，表現力や創造力を発揮しながら新たな価値を創造する人材の育成に向

けた教育が重要です。ＩＣＴを適切に活用し，興味・関心を高めることや特性に合わせた支援

を行うなどして教育の質を向上させ，児童生徒の情報活用能力の育成を図りましょう。 
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〇 ＩＣＴのよさを活かした授業 

Ⅰ すべての子どもの可能性を引き出す授業 

これまでにない量・質のデータを 

収集・蓄積・分析・活用 

時間的・空間的制約を超えて 

音声・画像・データ等を蓄積・送受信 
ＩＣＴを活用 

個々の特性等に合った多様な方法で 

児童生徒が学習を進めることができる可能性 

今までにない方法で，多様な人たちと 

協働しながら学習を行うことができる可能性 

 学校における授業づくりに当たっては，ＩＣＴをツールとして活用しながら「個別

最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し，「主体的・対話的で 

深い学び」の実現に向けた授業改善につなげていくことが大切です。 

参考：「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実（イメージ）」（文部科学省）→    →       

個別最適な学び 協働的な学び 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

１ 学習内容の確実な定着 

２ 学習を深め，広げる 

３ 異なる考え方が組み合わさり，よりよい学びを生み出す 

自ら学習を調整 

自ら学習を調整 

 
各々の特性・学習 
進度・学習到達度等 

必要に応じた重点的
な指導，指導方法等
の工夫 

 
各々 の興味・関心・ 

キャリア形成の方向性等 

一人ひとりに応じた
学習活動・学習課題
の設定 

 
一人ひとりの
よい点・可能性 

多様な他者と協働 

個別最適な学び 

個別最適な学び 

協働的な学び 

指導の個別化 

学習の個性化 

授業観の転換 

ＩＣＴを効果的に活用し，教育の質の向上につなげるために 



Ⅱ すべての子どもが安心して通うことができる学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ すべての子どもが安心して通うことができる学校 

○ 仲がよいと見られる集団や部活動内のトラブル 

○ 「被害」と「加害」が錯綜している場合 

○ 教職員等が被害側にも問題があると見ている場合 

○ 「特に配慮が必要な児童生徒」が関わる場合 

○ 学校と保護者間に不信感が生じている場合 

○ いじめの背景や被害・加害児童生徒の状況等を

確認し，指導・援助方針等の計画を立てます。 

○ 被害児童生徒とその保護者の同意を得たうえ

で，指導・援助等の計画を進めます。 

○ ３か月を目途に指導・援助を実施し，必要に応

じて警察等関係機関と連携を行います。 

問題が複雑化し，対応が難しくなりやすいケース〈例〉 

重大事態に発展させないための対応の基本 

参考：「いじめ防止対策推進法 概要」 

（平成 25年法律第 71号・文部科学省）    

いじめにより，生命，心身

または財産に重大な被害が

生じた疑いがあるとき 

生命心身財産重大事態 

いじめにより，相当の期間

学校を欠席することを余儀

なくされている疑いがある

とき 

不登校重大事態 

引用：「いじめの重大事態調査に関す 

るガイドライン」 

（平成 29年３月・ 

文部科学省） 

 

児童生徒や保護者から「い

じめにより重大な被害が生

じた」という申し立てがあっ

た時は，重大事態が発生した

ものとして報告・調査を実施

します。 

いじめ防止対策推進法成立以降，いじめの積極的な認知は進んでいるものの，全国的には

いじめを背景とする深刻な事案が発生していることから，以下のことが求められています。 

 

早期からＳＣやＳＳＷ等を交えたケース会議で

アセスメントを行い，「学校いじめ防止基本方針」

に基づき，多角的視点から組織的対応を行います。 

-７- 

 

 

「学校いじめ防止基本方針」の見直しと周知 

いじめを重大事態に発展させないために 重大事態への対処 

 

 

学校いじめ対策組織〈例〉 

 

 

ＳＣ・ＳＳＷ・こころの相談員 

弁護士・医師・警察官OB等 

 
定例：毎週 

臨時：随時 

・外部専門家の参

加必須 

・情報収集は日常

的に 

 

〇 学校全体で「学校いじめ防止基本方針」に

基づくいじめ対策を行うことが重要であ

り，特に，教職員一人ひとりが，いじめの情

報を学校いじめ対策組織に報告する義務が

あることについて共通理解を図ります。 

〇 いじめ防止の観点から，児童生徒が身に

付けるべき力，教職員の役割，保護者や地域

住民，関係機関の役割等を明確にしたうえ

で，学校だより等で児童生徒，保護者や地域

住民に公表し，意見や要望等を聞きます。 

〇 いじめ問題への対応の充実 
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チーム学校として，不登校児童生徒一人ひとりへの指導・援助を行う上で大切なこと
は，学級担任だけでなく，他の教職員や多職種の専門家・関係機関がチームを組むこと
です。各学校においては，不登校支援のためのコーディネーター（以下「コーディネー
ター」）を校内組織に明確に位置付け，適切な対応を進めることが重要です。 

Ⅱ すべての子どもが安心して通うことができる学校 

コーディネーターの関わり 

参考：「不登校支援ガイドブック 全ての 

子どもの笑顔のために 

～社会的自立に向けた支援のポイント～」 

（北海道教育委員会） 

コーディネーターが果たすべき役割の例です。各学校においては，人選やその機能を

実情（学校規模や教員体制等）に合わせ，柔軟に対応することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

コーディネーターの具体的な役割 

◆個人に対する直接的な関わり 

管理職，学級担任，養護教諭，児童生

徒，保護者等への連絡 等 

 

◆人と人との関係を調整する関わり 

教員同士，教員と管理職，児童生徒

と教員，保護者と教員の関係 等 

 

◆相談のネットワークを広げ連携・協働 

する関わり 

各種会議や教育相談体制，専門家や

関係機関との連携 等 

 

≪コーディネーターの３つの関わり≫ 

 コーディネーターには，様々な人々を結び，家庭と学校をつなぎ，スクールカウンセ
ラー等の専門家や関係機関との橋渡し役となり，学校組織の中に教育相談体制をつくる
という幅広い活躍が期待されます。 

参考：「サポートベース函館」 

    リーフレット 

（函館市南北海道教育センター） 

 

□ スクールカウンセラー等との連携 

□ 校内教育支援センター（サポートルーム等）の運用 

□ 情報交換・協議の場としての委員会（不登校対策委員会，生徒指導委員会等） 

□ 不登校生徒支援非常勤講師との連携 ※配置中学校の場合 

□ ケース会議や校内研修の企画・運営 

□ 異校種間および関係機関（フリースクール等）との連携   

□ 家庭・地域との連携   など 

〇 不登校児童生徒への支援の充実を図る校内体制の確立 
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Ⅱ すべての子どもが安心して通うことができる学校 

 

  生徒指導と教育相談は，考え方に重なる部分もあり，両者が相まって初めて，包括的

な児童生徒支援が可能になります。児童生徒一人ひとりへの最適な指導・援助が行える

ように，それぞれの分野の垣根を越えた包括的な支援体制をつくることが大切です。 

【１】チーム支援の判断とアセスメントの実施 

・チーム支援の必要性について検討する 

【２】課題の明確化と目標の共有 

・具体的な目標（方針）を共有する 

【３】チーム支援計画の作成 

・具体的な指導・援助の計画を作成する 

【４】チーム支援の実践 

・指導・援助を組織的に実施する 

【５】点検・評価によるチーム支援の終結・継続 

     

困難課題対応的生徒指導・課題早期発見対応 

  教育相談においては，児童生徒が将来において社会的な自己実現ができるような資

質・能力・態度を形成するように，生徒指導と一体化させて，全職員が一致して取り組

みを進めることが大切です。 

 

指導や援助の在り方を教職 

員の価値観や信念からでは 

なく，児童生徒理解に 

基づいて 

考える 

 

 

あらゆる場面に通用する方 

法は存在しないことを理解 

し，柔軟に 

働きかける 

 

 

 

どの段階でどのような指導 

や援助が必要かという 

時間的視点をもつ 

 

 

 

課題早期発見の方法例 

・日常の丁寧な関わりと観察 ・定期的な面談 

・作品の活用 ・質問紙調査 など 

 

教育相談に求められる教職員の姿勢 

参考： 

子ども理解支援ツール「ほっと」 

（北海道教育委員会 HP） 

 

担任とコーディネーター役の教職員（生徒指 
導主事・コーディネーター・学年主任等） 

 

機動的に問題解決を行う支援チーム 

生徒指導主事・コーディネーター・養護教諭・
学年主任・校務分掌主任・SC・SSW等 

担任と学年・各校務分掌の最小単位の連
携・協働に基づき，迅 
速に問題解決を行う 

継続的に支援を行う連携型チーム 

校内の教職員等の連携・協働に基づき，定
期的にケース会議を開催し，継続的に支援
を行う 

教育相談の基本的な考え方 

生徒指導と教育相談が一体となったチーム支援 

〇 教育相談と生徒指導の一体的な充実 

 教育相談は，すべての児童生徒を対象に，発達支持・課題予防・困難課題対応の機能をも

った教育活動です。コミュニケーションを通して気付きを促し，悩みや問題を抱えた児童生

徒を支援したり，主体的・能動的な自己決定を支えたりする働きかけが大切です。 


